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吉
野
作
造
（
明
治
一
一
年―
昭
和
八
年
）
は
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
代
表
的
論
客
と
し
て
広
く
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
実

像
は
い
ま
だ
多
く
の
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。
吉
野
作
造
研
究
の
開
拓
者
で
あ
る
三
谷
太
一
郎
は
、
か
つ
て
こ
う
指
摘
し
て
い
た
。「
吉
野
の

民
本
主
義
論
は
、
彼
の
見
聞
し
た
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
研
究
を
直
接
の
前
提
と
し
て
い
た
。
こ
こ
に
吉
野
の
民
本
主

義
論
の
形
成
に
お
け
る
欧
米
現
代
史
研
究
の
重
要
な
寄
与
、
い
い
か
え
れ
ば
吉
野
の
政
治
学
に
対
す
る
彼
の
歴
史
学
の
重
要
な
寄
与
を
看
取

す
る
こ
と
が
で
き
る
。」 1

こ
の
指
摘
は
確
か
に
当
を
得
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
な
ら
我
々
は
、「
彼
の
見
聞
し
た
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び

ア
メ
リ
カ
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
、
具
体
的
に
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
吉
野
の
欧
米
体
験
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
政
治
史
研
究
の
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た 2
。
と
り
わ
け
吉
野
が
欧
米
留
学
の
大
半
の
時
間
を
ド
イ
ツ
で
過
ご
し

た
と
い
う
点
に
、
大
半
の
吉
野
研
究
は
ほ
と
ん
ど
関
心
を
払
っ
て
い
な
い
。
吉
野
本
人
も
、
晩
年
に
自
分
の
洋
行
に
つ
い
て
語
る
と
き
に
は
、

ド
イ
ツ
体
験
に
余
り
触
れ
た
が
ら
な
い
面
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

 3
。
日
本
政
治
史
研
究
、
と
り
わ
け
日
独
関
係
史
研
究
に
と
っ
て
重
要
と
思

わ
れ
る
の
は
、
第
一
次
世
界
戦
争
で
あ
れ
ほ
ど
一
方
的
に
、
ド
イ
ツ
を
世
界
平
和
の
敵
と
し
て
戯
画
化
し
、
非
難
攻
撃
の
対
象
に
し
た
吉
野

が
、
そ
も
そ
も
ど
う
し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
た
の
か
、
彼
は
ド
イ
ツ
で
一
体
何
を
学
び
、
何
を
見
て
き
た
の
か
で
あ
る
。
こ
の
点
を
解

明
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
本
研
究
の
趣
旨
で
あ
る
。
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頻
繁
に
引
用
す
る
史
料
は
、 

以
下
の
略
号
を
用
い
て
文
中
で
典
拠
を
示
す
（
数
字
は
頁
数
）。
頁
数
の
み
＝
『
吉
野
作
造
選
集
1 

3 

日
記

一
』（
岩
波
書
店
、
平
成
八
年
）
／
「
滯
德
日
記
」
＝
吉
野
作
造
「
滯
德
日
記
」、『
新
人
』
第
一
二
巻
第
三
号
（
明
治
四
四
年
）、
二
七
七―

二
八
六
頁
、
第
一
二
巻
第
四
号
（
明
治
四
四
年
）、
三
八
一―

三
八
八
頁
／
「
獨
逸
見
聞
錄
1
」
＝
吉
野
作
造
「
獨
逸
見
聞
錄
」、『
新
女
界
』

第
三
巻
第
三
号
、
一
〇―

一
九
頁
／
「
獨
逸
見
聞
錄
2
」
＝
吉
野
作
造
「
獨
逸
見
聞
錄
」、『
新
女
界
』
第
三
巻
第
四
号
、
二
一―

二
八
頁

一
．
ド
イ
ツ
留
学
へ
の
道

吉
野
作
造
の
生
育
環
境
に
は
、
ド
イ
ツ
に
関
す
る
も
の
は
見
出
さ
れ
な
い
。
少
年
吉
野
の
世
界
に
登
場
す
る
外
国
は
、
い
ず
れ
も
ド
イ
ツ

と
は
異
な
る
国
々
で
あ
る
。
吉
野
の
故
郷
で
あ
る
宮
城
県
北
部
（
仙
北
）
は
、
明
治
初
年
か
ら
ロ
シ
ヤ
正
教
会
が
大
規
模
に
進
出
し
た
地
域

で
、
古
川
、
仙
台
、
中
新
田
、
高
清
水
、
石
巻
、
金
成
、
涌
谷
、
気
仙
沼
な
ど
、
吉
野
の
近
隣
に
次
々
と
教
会
堂
が
建
設
さ
れ
て
い
た
。
た

だ
吉
野
は
、
そ
う
し
た
身
近
な
潮
流
に
は
背
を
向
け
る
か
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ヤ
系
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
系
の
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
す
る
こ
と

に
な
る
。
吉
野
は
、
宮
城
県
尋
常
中
学
校
、
第
二
高
等
学
校
に
通
学
し
た
仙
台
で
、
バ
イ
ブ
ル
・
ク
ラ
ス
に
通
っ
て
ア
メ
リ
カ
人
女
教
師
ア

ン
ネ
ー
・
Ｓ
・
ブ
ゼ
ル
嬢
に
習
い
、
仙
台
浸
礼
教
会
（
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
教
会
）
で
受
洗
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ド
イ
ツ
に
関
連
す
る

吉
野
の
逸
話
は
、
古
川
で
も
仙
台
で
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
第
二
高
等
学
校
法
科
で
、
吉
野
が
ド
イ
ツ
法
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
も
確
認
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

吉
野
作
造
と
ド
イ
ツ
と
の
本
格
的
な
出
会
い
は
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
に
お
い
て
だ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
ば
し
ば
引
用
さ

れ
る
吉
野
の
回
顧
談
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。「
一
年
生
の
と
き
一
木
喜
德
郞
先
生
の
國
法
學
講
義
に
心
醉
し
、
一
日
大
に
勇
を
皷
し

て
（
當
時
私
は
格
別
内
氣
で
臆
病
で
あ
つ
た
）
先
生
を
九
段
上
の
私
邸
に
訪
う
て
敎
を
乞
ふ
た
こ
と
が
あ
る
。
遇
つ
て
は
下
す
つ
た
が
、
君

は
獨
逸
語
が
逹
者
に
讀
め
る
か
、
で
な
い
と
話
に
な
ら
ぬ
と
云
つ
た
風
の
簡
單
な
問
答
に
辟
易
し
て
這
々
の
體
で
引
き
退
り
、
迂
つ
か
り
敎

授
訪
問
な
ど
を
す
る
も
の
で
は
な
い
と
悔
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。
斯
ん
な
わ
け
で
、
ど
う
し
て
も
學
問
が
我
々
の
活
き
た
魂
に
迫
つ
て
來
な
い
。

夫
れ
か
ら
ど
う
云
ふ
も
の
か
私
は
早
く
か
ら
政
治
學
に
興
味
を
有
つ
て
ゐ
た
と
見
え
、
一
日
こ
つ
そ
り
上
級
の
そ
の
講
義
を

み
聞
き
し
て
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見
た
。
講
師
は
木
場
貞
長
氏
、
駄
洒
落
ま
じ
り
に
一
册
の
洋
書
を
机
上
に
開
い
て
政
治
は
術
な
り
や
否
や
と
か
何
と
か
述
べ
て
居
ら
れ
た
。

そ
の
時
は
何
と
も
氣
が
つ
か
な
か
つ
た
が
今
考
へ
る
と
ブ
ル
ン
チ
ユ
リ
ー
の
紹
介
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
之
で
以
て
見
て
も
、
當
時
の
最
高
學

府
の
靑
年
が
近
代
政
治
の
理
解
を
全
然
缺
い
て
居
つ
た
こ
と
に
何
の
不
思
議
も
な
い
だ
ら
う
。
／
私
自
身
の
眼
を
此
方
面
で
大
に
開
い
て
吳

れ
ら
れ
た
第
一
の
恩
人
は
小
野
塚
敎
授
で
あ
る
。
同
博
士
は
三
十
四
年
歐
洲
の
留
學
か
ら
歸
ら
れ
、
私
の
二
年
生
の
と
き
私
共
に
そ
の
最
初

の
政
治
學
の
講
義
を
授
け
ら
れ
た
。
こ
の
講
義
で
私
の
受
け
た
最
も
深
い
印
象
は
、
先
生
が
政
治
を
爲
政
階
級
の
術
と
視
ず
、
直
に
之
を
國

民
生
活
の
肝
要
な
る
一
方
面
の
活
動
と
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
先
生
は
盛
に
衆
民
主
義
と
い
ふ
言
葉
を
使
は
れ
た
（
因
に
云
ふ
先
生
は
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
を
衆
民
主
義
と
譯
さ
れ
た
の
で
あ
る
）
斯
ん
な
こ
と
は
現
代
の
人
逹
に
は
何
の
不
思
議
も
な
い
こ
と
だ
ら
う
が
、
實
は
斯
程
ま

で
に
専
制
的
政
治
思
想
が
あ
の
頃
天
下
を
横
行
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
憲
法
布
か
れ
て
や
つ
と
十
年
に
し
か
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
考
へ
て

見
れ
ば
ま
た
怪
む
に
足
ら
ぬ
こ
と
か
も
知
れ
ぬ
。」 4

こ
こ
に
は
、
吉
野
の
ド
イ
ツ
学
と
の
出
会
い
の
一
つ
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
吉
野
は

一
木
喜
德
郎
の
国
法
学
講
義
に
心
酔
し
た
が
、
私
邸
で
の
問
答
で
ド
イ
ツ
語
の
読
解
能
力
を
問
わ
れ
、
恐
縮
し
て
引
き
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

次
い
で
吉
野
は
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
を
種
本
に
し
た
ら
し
い
木
場
貞
長
の
政
治
学
講
義
に
潜
入
し
、「
政
治
を
爲
政
階
級
の
術
と
視
」、「
近
代
政

治
の
理
解
」
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
評
価
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
小
野
塚
喜
平
次
の
政
治
学
講
義
は
、
政
治
を
「
國
民
生
活
の
肝
要
な
る
一

方
面
の
活
動
」
と
見
る
も
の
で
、
評
価
に
値
す
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
吉
野
作
造
が
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
の
政
治
学
を
「
政
治
を
爲
政
階
級
の
術
と
視
」
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
吉
野
は
、
か
ね
が
ね
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
に
否
定
的
な
印
象
を
懐
い
て
い
た
。
吉
野
に
は
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
の
国
法
学
は
、
フ
ラ
ン
ス
流

の
社
会
契
約
論
、
イ
ギ
リ
ス
流
の
議
会
主
義
に
対
し
て
、
藩
閥
政
府
が
担
ぎ
出
し
た
保
守
的
対
抗
馬
、
い
わ
ば
御
用
学
説
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
（「
滯
德
日
記
」
2 

7 

8―

2 

7 

9
）。
更
に
講
師
の
木
場
貞
長
が
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
の
学
説
を
殊
更
に
「
爲
政
階
級
の
術
」

に
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
木
場
貞
長
は
日
本
の
文
学
士
号
に
加
え
て
、
ド
イ
ツ
で
哲
学
博
士
号
を
取
得
し
て
い
た
も
の
の
、
常

勤
教
官
で
は
な
く
文
部
官
僚
（
当
時
は
普
通
学
務
局
長
）
で
あ
っ
て
、
明
治
三
三
年
春
よ
り
小
野
塚
喜
平
次
が
明
治
三
四
年
秋
に
帰
国
す
る

ま
で
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
政
治
学
・
政
治
史
の
講
義
を
担
当
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
当
時
の
法
科
大
学
で
は
、
官
僚
や
判
事
が
非
常
勤
講

4　
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師
に
任
用
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
の
で
あ
る 5
。
木
場
は
ま
だ
文
学
部
准
講
師
で
あ
っ
た
明
治
一
五
年
、
憲
法
草
案
作
成
の
た
め
渡

欧
し
た
伊
藤
博
文
に
同
行
し
た
人
物
で 6
、
今
日
残
さ
れ
て
い
る
木
場
の
講
義
録
や
著
作
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
問
題
関
心
は
明

ら
か
に
富
国
強
兵
に
あ
っ
た
の
で 7
、
吉
野
が
こ
れ
を
「
爲
政
階
級
の
術
」
と
表
現
し
た
と
い
う
の
も
、
蓋
し
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

木
場
貞
長
や
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
と
は
異
な
り
、
吉
野
作
造
が
賞
讚
し
た
小
野
塚
喜
平
次
（
明
治
三
年―

昭
和
一
九
年
）
は
、
西
欧
各
国
に
お

け
る
「
衆
民
政
」
あ
る
い
は
「
憲
政
」
の
発
展
を
比
較
政
治
的
に
考
察
す
る
政
治
学
者
で
あ
っ
た
。
小
野
塚
喜
平
次
は
越
後
国
の
地
主
の
息

子
で
、
吉
野
と
の
年
齢
差
は
僅
か
八
歳
で
あ
る
。
東
京
の
帝
国
大
学
法
科
大
学
を
卒
業
後
、
小
野
塚
は
明
治
三
十
年
か
ら
三
十
四
年
ま
で
ド

イ
ツ
に
留
学
し
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
に
も
滞
在
し
て
帰
国
し
た

 8
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
講
義

「
労
働
問
題
と
労
働
運
動
」
を
聞
い
て
い
る

 9
。
帰
国
し
た
小
野
塚
が
行
っ
た
政
治
学
講
義
の
概
要
は
、
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
刊
行
さ
れ
た

教
科
書
『
政
治
學
大
綱
』
か
ら
覗
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
帰
国
し
た
小
野
塚
は
ド
イ
ツ
を
「
學
界
ノ
先
鋒
」
と
呼
び
、
ゲ
オ
ル
ク
・
イ
ェ

リ
ネ
ッ
ク
の
分
類
法
に
依
拠
し
つ
つ
、
ま
た
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
、
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
、
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ギ
ー
ル
ケ
な
ど
も
引
用
し

な
が
ら
、
政
治
学
の
全
体
像
を
き
わ
め
て
観
念
的
に
説
い
て
い
る
。
た
だ
そ
れ
は
、
吉
野
が
期
待
す
る
よ
う
な
「
衆
民
主
義
」
の
唱
導
を
含

ん
で
は
い
る
も
の
の
、
教
壇
預
言
そ
の
も
の
で
は
な
い
体
系
的
、
観
念
的
性
格
を
帯
び
て
い
た
。
文
献
一
覧
に
は
、
外
に
も
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
、

ク
リ
ス
ト
フ
・
ダ
ー
ル
マ
ン
、
オ
ッ
ト
ー
・
ア
ン
モ
ン
、
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
、
ロ
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ラ
ッ

ツ
ェ
ル
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ロ
ッ
シ
ャ
ー
、
グ
ス
タ
フ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
モ
ラ
ー
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ゾ
ン
バ
ル
ト
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・

ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
、
ア
ド
ル
フ
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
な
ど
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
非
ド
イ
ツ
語
圏
の
著
者
も
、
例
え
ば
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ベ

ン
サ
ム
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ブ
ラ
イ
ス
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
ダ
イ
シ
ー
、
ボ
グ
ダ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ー
ヴ
ィ
チ
・
キ
ス
チ
ャ
コ
ー
フ
ス
キ
イ
、

ニ
ッ
コ
ロ
・
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
、
シ
ャ
ル
ル
＝
ル
イ
・
ド
ゥ
・
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
男
爵
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ト
ー
マ
ス
・
ウ
ッ

ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る 10
。

小
野
塚
喜
平
次
は
こ
の
の
ち
吉
野
作
造
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
く
が
、
留
学
前
の
小
野
塚
＝
吉
野
関
係
を
過
大
評
価
す
る
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の
は
適
当
で
な
い
。
吉
野
が
東
大
法
科
で
、
法
学
教
官
か
ら
も
幅
広
く
薫
陶
を
受
け
て
い
た
事
実
を
見
据
え
る
必
要
が
あ
る
。
法
学
か
ら

の
政
治
学
の
分
離
独
立
が
必
要
で
あ
り
進
歩
で
あ
る
と
い
う
戦
後
政
治
学
界
の
定
言
命
令
を
、
明
治
時
代
の
小
野
塚
や
吉
野
に
ま
で
投
影

し
、
吉
野
の
彼
ら
法
学
者
と
の
繫
が
り
を
軽
視
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。 

そ
も
そ
も
小
野
塚
さ
え
、 

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で
は
専
攻
科

目
を 

「
法
学
」 （Jura

） 

と
答
え
て
い
た
の
で
あ
る 11
。 

ま
た 

「
政
治
学
」 

担
当
助
教
授
に
過
ぎ
な
い
小
野
塚
は
、 

東
大
法
科
に
お
け
る
吉
野

の
「
指
導
教
官
」
で
は
な
く
、
後
年
の
東
大
法
学
部
に
見
ら
れ
る
「
門
下
」
や
「
シ
ュ
ー
レ
」
の
団
結
あ
る
い
は
拘
束
も
、
当
時
は
ま
だ
顕

著
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
法
理
学
演
習
の
担
当
者
と
し
て
学
生
吉
野
に
接
し
、
彼
の
最
初
の
学
術
出
版
を
支
援
し
た
の
は
、
穂
積
陳

重
（
安
政
三
年―

大
正
一
五
年
）
で
あ
っ
た
。
穂
積
は
イ
ギ
リ
ス
で
バ
リ
ス
タ
ー
の
資
格
を
取
っ
た
あ
と
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
学
ん
で
帰
国

し
、
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
法
研
究
の
普
及
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る 12
。
穂
積
は
東
大
法
科
の
重
鎮
と
し
て
、
当
時
学
生
た
ち
の
就
職
の
面

倒
を
見
る
「
口
入
屋
」
の
役
割
を
果
し
て
お
り
、
吉
野
も
ま
た
穂
積
と
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
の
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
卒
業
時
の
吉

野
に
「
專
心
學
問
を
し
て
は
ど
う
か
」
と
勧
め
た
の
も
、
の
ち
に
逓
信
省
で
の
特
別
待
遇
の
官
職
を
斡
旋
し
た
の
も
、
清
国
渡
航
前
に
鳩
山

和
夫
、
高
田
早
苗
を
介
し
て
早
稲
田
大
学
へ
の
就
職
を
斡
旋
し
た
の
も
穂
積
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
京
都
帝
国
大
学
の
岡
田
良
平
総
長
か
ら
吉

野
が
内
々
に
同
法
科
大
学
行
政
法
助
教
授
の
職
を
打
診
さ
れ
た
際
、
こ
れ
に
憤
激
し
て
返
事
を
し
な
い
よ
う
吉
野
に
命
じ
た
の
も
穂
積
で
あ

る
。
吉
野
に
つ
い
て
敢
え
て
「
門
下
」
を
語
る
な
ら
ば
、
彼
は
「
小
野
塚
門
下
」
で
は
な
く
「
穂
積
門
下
」
だ
っ
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う 13
。

ま
た
就
職
活
動
が
難
航
し
て
い
た
吉
野
に
、
袁
世
凱
一
家
の
家
庭
教
師
と
い
う
職
を
斡
旋
し
、
後
日
の
採
用
を
匂
わ
せ
た
の
は
、
梅
謙
次
郎

（
萬
延
元
年―

明
治
四
三
年
）
で
あ
っ
た
。
梅
は
リ
ヨ
ン
大
学
で
そ
の
博
士
論
文
を
高
く
評
価
さ
れ
て
名
声
を
博
し
た
の
ち
、
ベ
ル
リ
ン
大
学

で
学
ん
で
帰
国
し
て
い
た

 14
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
留
学
中
、
梅
が
赴
任
先
の
京
城
で
腸
チ
フ
ス
に
罹
っ
て
急
死
す
る
と
、
吉
野
は
日
記
に
「
真

ニ
悼
惜
ニ
堪
ヘ
ズ  

一
日
モ
早
ク
詳
報
ノ
到
ラ
ン
コ
ト
ヲ
待
ツ
」
と
記
し
、
そ
の
後
も
繰
り
返
し
痛
惜
の
念
を
表
明
し
て
い
る
（
1 

1 

9
・

1 

2 

5
・
1 

2 

6
・
1 

2 

7
）。
な
お
親
し
い
同
世
代
の
同
僚
を
見
て
も
、
中
田
薫
（
法
制
史
学
）、
上
杉
愼
吉
（
憲
法
学
）、
牧
野
英
一
（
刑

法
学
）、
鳩
山
秀
夫
（
民
法
学
）
な
ど
ド
イ
ツ
に
縁
の
深
い
法
学
者
が
多
い
。
吉
野
は
彼
ら
法
学
者
た
ち
と
交
流
し
、 

私
信
を
交
換
し
、
著

書
を
献
呈
し
合
い
、 

書
評
を
交
換
、 

発
表
し
合
う
な
ど
、 

の
ち
の
ち
ま
で
密
接
な
関
係
を
有
し
た
の
だ
っ
た
。
な
お
法
学
教
官
だ
け
で
な
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く
、 

東
大
法
科
の
経
済
学
教
授
だ
っ
た
金
井
延
か
ら
、 

吉
野
が
社
会
主
義
者
鎮
圧
法
に
つ
い
て
聞
い
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。
更
に
言
え

ば
、
吉
野
作
造
の
知
的
世
界
は
、 

別
に
東
大
法
科
の
内
部
だ
け
で
涵
養
さ
れ
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
吉
野
は
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
教

授
（
倫
理
学
）
の
中
島
力
造
か
ら
、
ロ
ー
ト
ベ
ル
ト
ゥ
ス
や
マ
ル
ク
ス
に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
（
ち
な
み
に
バ
ク
ー
ニ
ン
や
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン

に
つ
い
て
は
、 

文
科
大
学
教
授
（
史
学
）
坪
井
九
馬
三
の
法
科
大
学
で
の
「
政
治
史
」
講
義
で
聞
い
た
と
い
う
）。
ま
た
早
稲
田
大
学
教
授
・

浮
田
和
民
の
自
由
主
義
思
想
に
も
、
吉
野
は
惹
き
つ
け
ら
れ
た
。
穂
積
八
束
を
始
め
と
す
る
当
時
の
帝
大
の
教
授
連
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
選

挙
法
改
正
で
議
会
の
品
位
が
落
ち
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
（
吉
野
曰
く
「
出
鱈
目
」）
を
公
言
す
る
も
の
が
多
い
な
か
、
吉
野
は
早
稲
田
の
浮

田
に
一
種
の
清
涼
剤
を
見
出
し
た
よ
う
で
あ
る

 15
。

政
治
学
者
と
し
て
の
吉
野
作
造
は
ド
イ
ツ
学
か
ら
出
発
し
た
が
、
彼
の
留
学
前
の
仕
事
に
は
輸
入
学
問
的
な
色
彩
が
強
か
っ
た
。
吉
野
作

造
は
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
を
首
席
で
卒
業
し
た
が
、
一
学
年
上
の
同
学
科
で
第
四
席
だ
っ
た
上
杉
愼
吉
の
よ
う
に
す
ぐ
助
教

授
に
就
任
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
と
り
あ
え
ず
工
科
大
学
嘱
託
講
師
を
務
め
つ
つ
、『
國
家
學
會
雜
誌
』
の
編
集
委
員
と
し
て
東
大
法
科
と

の
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
吉
野
の
作
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、『
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
律
哲
学
の
基
礎
』
で
あ
る
。

こ
の
論
文
は
穂
積
の
法
理
学
演
習
で
の
研
究
成
果
で
あ
り
、
明
治
三
八
年
に
『
法
學
協
會
雜
誌
』
に
掲
載
さ
れ
、
翌
年
単
行
本
と
し
て
出
版

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
吉
野
は
こ
こ
で
ク
ー
ノ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ら
の
先
行
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
難
解
な
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
を
懸
命
に

紹
介
し
た
。
ま
た
「
個
人
主
義
的
機
械
主
義
」
を
排
し
て
個
人
と
国
家
と
の
一
体
化
を
説
く
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
有
機
体
」
思
想
は
、
日
露
戦
争

に
熱
狂
し
て
い
た
学
生
吉
野
の
心
境
と
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た

 16
。
更
に
吉
野
は
明
治
三
九
年
、『
國
家
學
會
雜
誌
』
第
二
〇
号
第
一
号

に 

「
農
業
保
護
政
策
ト
獨
逸
勞
働
者
」
な
る
文
章
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
「
社
會
民
主
黨
員
（
？
）
ノ
手
ニ
成
ル
穀
物
輸
入
稅

反
對
論
」
の
抄
訳
で
、
や
や
極
論
だ
が
日
本
の
輸
入
米
課
税
論
争
へ
の
参
考
資
料
と
な
る
と
の
前
書
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
吉
野
自
身
の
考

察
は
な
く
、
出
典
や
著
者
名
も
明
か
さ
れ
て
い
な
い

 17
。
こ
の
の
ち
清
国
滞
在
期
間
中
の
現
代
中
国
政
治
論
を
挟
ん
で
、
吉
野
は
明
治
四
二
年

か
ら
翌
年
に
か
け
て
、『
國
家
學
會
雜
誌
』
第
二
三
号
第
九
・
一
〇
・
一
一
・
一
二
号
、
同
第
二
四
号
第
一
・
二
号
に
「
近
世
平
和
運
動
論
」

な
る
長
大
な
文
章
を
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
分
析
な
き
抄
訳
で
あ
っ
た
。
底
本
は
「
同
種
ノ
著
書
中
出
色
ノ
モ
ノ
」（
吉
野
）
だ
と
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い
う
、
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
リ
ー
ト
（
一
八
六
四
年―

一
九
二
二
年
）
の
『
近
代
平
和
運
動
』
で
あ
っ
た

 18
。
著
者
は
エ
ス
テ
ル

ラ
イ
ヒ
の
平
和
主
義
者
で
、
国
際
機
関
の
設
置
に
よ
る
平
和
構
築
を
訴
え
、
の
ち
明
治
四
四
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
て
い
る

 19
。

卒
業
後
一
年
以
上
経
っ
て
も
就
職
先
の
決
ま
ら
な
い
吉
野
作
造
は
、
と
り
あ
え
ず
清
国
の
直
隷
総
督
で
あ
っ
た
袁
世
凱
の
長
男
、
袁
克
定

の
家
庭
教
師
に
な
る
こ
と
に
し
た
。
三
年
間
に
亙
っ
た
こ
の
清
国
滞
在
は
、
吉
野
の
初
め
て
の
長
期
外
国
滞
在
で
あ
る
。
吉
野
は
こ
の
清
国

滞
在
に
際
し
て
、
多
く
の
滞
在
記
を
『
新
人
』
や
『
新
女
界
』
に
投
稿
し
て
お
り
、
外
国
観
察
と
し
て
は
の
ち
の
ド
イ
ツ
留
学
の
練
習
を
す

る
形
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
の
吉
野
に
顕
著
な
の
は
、
中
国
の
支
配
者
及
び
日
常
生
活
に
対
す
る
強
い
違
和
感
で
あ
る
。
吉
野
は
清
国
で
見
聞

き
し
た
堕
落
、
腐
敗
、
停
滞
、
不
正
、
暴
力
、
愚
昧
の
数
々
を
、
こ
の
上
な
く
赤
裸
々
に
書
き
綴
り
、
こ
う
結
論
付
け
て
い
る
。「
人
類
本
性

の
自
然
的
煥
發
が
著
し
く
妨
げ
ら
れ
て
居
る
が
爲
め
に
、
支
那
人
に
は
著
し
く
獨
立
自
由
の
思
辯
と
云
ふ
こ
と
が
乏
し
い
。
獨
立
自
由
の
思

辯
が
乏
し
い
か
ら
從
て
亦
高
遠
な
る
理
想
と
云
ふ
も
の
が
な
い
。
理
想
が
な
い
か
ら
當
然
ま
た
進
歩
と
云
ふ
こ
と
が
無
い
。
大
體
か
ら
云
ふ

と
支
那
に
は
模
倣
は
あ
る
。
併
し
乍
ら
進
歩
は
無
い
と
予
は
斷
ず
る
を
憚
ら
な
い
。」 20

こ
う
し
た
吉
野
の
中
国
観
は
、
い
わ
ば
ヘ
ー
ゲ
ル
『
歴

史
哲
学
講
義
』
の
そ
れ
を
実
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
を
援
用
し
た
丸
山
眞
男
の
ア
ジ
ア
観
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
（
尤
も

日
本
と
中
国
と
を
峻
別
し
た
吉
野
と
は
異
な
り
、
丸
山
は
両
者
を
同
類
と
見
て
い
た
が
）。
こ
う
し
た
吉
野
の
、
知
的
高
み
か
ら
野
蛮
国
を
観

察
す
る
文
明
国
の
知
識
人
と
し
て
の
一
面
は
、
従
来
知
ら
れ
て
き
た
中
国
人
・
朝
鮮
人
留
学
生
の
庇
護
者
と
し
て
の
一
面
と
、
必
ず
し
も
矛

盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。「
我
日
本
帝
國
に
し
て
眞
に
支
那
の
爲
に
圖
ら
う
と
な
ら
ば
科
學
上
道
德
上
の
最
も
普
通
平
凡
な
る
常 

を
支
那
人

一
般
に
傳
ふ
る
に
若
く
は
無
い
。
淸
國
政
府
の
爲
め
に
力
を
致
す
も
必
要
で
あ
ら
う
。
吏
人
の
出
た
る
留
學
生
な
ど
の
爲
に
心
を
勞
す
る
も

必
要
で
あ
ら
う
。
併
し
更
に
緊
要
に
し
て
又
最
も
有
効
な
の
は
、
自
ら
淸
國
庶
民
の
中
に
打
ち
入
り
、 

近
世
文
明
の
敎
ふ
る
眞
理
の
光
に
浴

せ
し
め
、
彼
等
を
し
て
眞
理
に
依
り
て
事
を
斷
じ
事
を
行
ふ
の
人
民
た
ら
し
め
る
事
で
あ
る
と
思
ふ
。」 21

こ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

吉
野
に
お
い
て
は
中
国
の
現
実
に
対
す
る
情
容
赦
な
い
否
定
的
評
価
と
、
こ
れ
を
先
進
国
知
識
人
と
し
て
助
け
た
い
と
い
う
家
父
長
的
な
愛

情
と
が
、
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
四
二
年
に
帰
国
し
て
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
助
教
授
に
採
用
さ
れ
た
吉
野
作
造
は
、
授
業
担
当
の
な
い
恵
ま
れ
た
一
年
を
経
て
、
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明
治
四
三
年
四
月
一
五
日
に
三
年
三
箇
月
に
及
ぶ
留
学
へ
と
旅
立
っ
た
。
追
悼
誌
『
古
川
餘
影
』
の
「
略
歷
」
に
は
、「
政
治
史
及
政
治
學
硏

究
ノ
爲
メ
滿
三
箇
年
間
獨
國
英
國
及
米
國
ヘ
留
學
ヲ
命
セ
ラ
ル
」
と
い
う
記
載
が
あ
る

 22
。「
獨
國
英
國
及
米
國
」
と
い
う
留
学
地
の
選
択
に

当
り
、
吉
野
が
相
談
し
た
の
は
、
洋
行
か
ら
帰
国
し
て
比
較
的
間
が
な
い
小
野
塚
喜
平
次
で
あ
っ
た

 23
。
け
れ
ど
も
、
吉
野
の
留
学
地
を
独
英

米
三
国
だ
と
す
る
理
解
は
、
吉
野
の
留
学
の
実
態
に
は
合
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
吉
野
の
滞
在
先
は
ド
イ
ツ
語
圏
が
大
半
で
、
ド
イ
ツ
帝

国
で
二
年
二
箇
月
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
（
但
し
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
冠
の
地
、
ベ
ー
メ
ン
王
国
な
ど
も
含
む
）
で
三
箇
月
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

大
公
国
で
一
日
過
ご
し
て
い
る
の
で
、
吉
野
の
洋
行
は
実
質
的
に
は
（
ド
イ
ツ
語
圏
へ
の
留
学
と
い
う
意
味
で
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
帝
国
で

相
当
部
分
の
時
間
を
過
ご
し
た
と
い
う
意
味
で
）「
ド
イ
ツ
留
学
」
と
呼
ぶ
の
が
相
応
し
い
。
吉
野
の
イ
ギ
リ
ス
滞
在
は
二
箇
月
余
り
、
ア

メ
リ
カ
滞
在
は
僅
か
十
二
日
間
で
、
い
わ
ば
「
旅
行
」
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
で
彼
が
「
英
米
に
留
学
し
た
」
と
言
う
の
は
全

く
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
語
圏
以
外
で
の
活
動
を
挙
げ
る
な
ら
、 

ア
ン
グ
ロ
＝
サ
ク
ソ
ン
圏
よ
り
寧
ろ
、 

ナ
ン
シ
ー
、 

パ
リ
、 

ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
な
ど
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
の
漫
遊
が
半
年
に
及
ん
で
い
る
点
を
指
摘
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

吉
野
作
造
は
洋
行
に
当
り
、
海
老
名
彈
正
、
徳
富
蘇
峰
の
仲
介
を
受
け
て
、
後
藤
新
平
男
爵
（
の
ち
子
爵
、
伯
爵
へ
陞
爵
）（
安
政
四
年―

昭
和
四
年
）
に
留
守
家
族
の
生
活
費
の
工
面
を
依
頼
し
た
。
後
藤
新
平
は
、 

吉
野
の
故
郷
で
あ
る
陸
前
古
川
か
ら
も
近
い 

（
同
じ
伊
達
領
内

の
）
陸
奥
国
（
陸
中
）
水
沢
の
出
身
で
、
当
初
医
師
と
し
て
出
発
し
た
。
後
藤
は
ド
イ
ツ
に
留
学
し
（
明
治
二
三
年―

明
治
二
五
年
）、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
大
学
教
授
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ァ
ー
の
も
と
で
医
学
博
士
号
を
取
得
し
て
い
る
。
の
ち
台
湾
総
督
の
兒
玉
源
太

郎
に
見
出
さ
れ
て
、
後
藤
は
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
に
抜
擢
さ
れ
、
更
に
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
初
代
総
裁
を
歴
任
し
て
、
吉
野
が
訪
問
し

た
当
時
は
第
二
次
桂
太
郎
内
閣
の
逓
信
大
臣
、
貴
族
院
勅
撰
議
員
を
務
め
て
い
た

 24
。
吉
野
は
毎
年
五
百
円
ず
つ
、
三
年
間
の
支
援
を
約
束
し

た
後
藤
に
恩
義
を
感
じ
て
い
た
と
い
う

 25
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
後
藤
は
吉
野
が
敵
視
す
る
藩
閥
勢
力
側
の
人
間
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

ド
イ
ツ
と
の
関
係
に
お
い
て
も
吉
野
と
は
対
極
的
な
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
る
人
物
で
あ
っ
た
。
第
一
次
世
界
戦
争
以
降
の
吉
野
が
ド
イ
ツ

を
世
界
平
和
の
敵
と
し
て
厳
し
く
批
判
し
た
の
に
対
し
、
後
藤
は
日
独
友
好
関
係
の
更
な
る
発
展
に
尽
力
し
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
時
代

に
は
配
下
の
衆
議
院
議
員
で
あ
る
星
一
（
明
治
六
年―

昭
和
二
六
年
）
と
と
も
に
、
イ
ン
フ
レ
や
国
際
的
孤
立
に
悩
む
ド
イ
ツ
学
界
を
資
金

22　23　24　25　
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的
に
援
助
し
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ
ー
バ
ー
の
来
日
を
実
現
し
た
の
だ
っ
た

 26
。

二
．
ド
イ
ツ
の
学
問
と
の
対
決

ド
イ
ツ
留
学
中
の
吉
野
作
造
に
関
し
て
不
可
解
な
の
は
、
彼
に
ド
イ
ツ
の
（
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
）
学
問
と
対
決
す
る
と
い
う
意
欲

が
余
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
吉
野
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で
の
学
業
に
消
極
的
で
、
当
初
一
年
間
は
い
る
予
定
だ
っ

た
の
に
、 

半
年
で
早
々
に
退
去
を
決
め
、 

賃
貸
契
約
を
巡
っ
て
下
宿
先
と
悶
着
に
な
っ
て
い
る 

（
1 

7 

2
）。
そ
れ
以
外
の
長
期
滞
在
地
で

は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
を
除
い
て
大
学
に
学
籍
登
録
を
し
た
形
跡
す
ら
な
い
。
こ
れ
は
吉
野
の
、
同
僚
た
ち
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
ろ
う
。
美
濃

部
達
吉
は
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
に
心
酔
し
、 

こ
れ
を
日
本
に
輸
入
す
る
こ
と
に
務
め

 27
、
こ
れ
が
彼
の
天
皇
機
関
説 

（
国
家
法
人
説
）
の
基
盤
と

な
っ
た
。
ま
た
そ
の
論
敵
で
あ
り
、
吉
野
と
も
親
交
の
あ
っ
た
上
杉
愼
吉
に
到
っ
て
は
、
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
に
私
淑
す
る
余
り
自
宅
に
住
み
込

ん
で
薫
陶
を
受
け
、
帰
国
後
も
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
夫
妻
に
情
感
あ
ふ
れ
る
ド
イ
ツ
語
書
簡
を
送
っ
て
い
る
ほ
か
、
保
養
地
ア
ー
デ
ル
ス
ハ
イ
ム

に
籠
っ
て
読
書
三
昧
の
日
々
を
送
り
、
そ
れ
が
祟
っ
て
一
時
は
神
経
衰
弱
の
症
状
が
出
る
ほ
ど
で
あ
っ
た

 28
。
だ
が
、
吉
野
の
留
学
は
美
濃
部

や
上
杉
と
は
大
い
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

吉
野
作
造
も
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で
は
当
初
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
を
目
当
て
に
し
て
い
た
が
、
結
局
彼
は
こ
の
人
物
と
真
剣
に
は
向
き
合
わ

ず
、
ま
た
そ
も
そ
も
彼
に
は
そ
の
た
め
の
十
分
な
時
間
も
な
か
っ
た
。
一
九
一
〇
年
一
一
月
六
日
、
す
で
に
冬
学
期
開
始
か
ら
一
箇
月
ほ
ど

経
っ
て
か
ら
、
吉
野
は
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
を
ブ
ン
ゼ
ン
通
の
自
宅
に
訪
ね
た
が
、
予
約
な
し
で
訪
問
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
先
客
が
い
た
た
め
ほ

と
ん
ど
話
が
で
き
な
か
っ
た
（
1 

4 

3―

1 

4 

4
）。
吉
野
は
す
で
に
同
年
六
月
に
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
入
り
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
イ
ェ

リ
ネ
ッ
ク
と
会
っ
た
の
は
こ
の
と
き
が
初
め
て
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
一
月
一
一
日
、
吉
野
は
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
の
講
義
「
近
代
国
家
の
政

治
」
に
出
席
し
始
め
た
が
、
吉
野
が
南
ド
イ
ツ
を
漫
遊
し
て
い
る
う
ち
に
す
で
に
冬
学
期
が
進
行
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
日
の
授
業
は
も
う

五
回
目
で
、 

四
回
目
ま
で
の
分
は
友
人
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ
ー
ネ
の
ノ
ー
ト 

（
？
） 
を
借
り
て
臨
ん
だ 

（
1 

4 

4―

1 

4 

5
）。
吉
野
の
日
記
に

は
、
一
一
月
二
五
日 

（
金
）、
一
一
月
二
六
日
（
土
）、
一
二
月
二
日
（
金
）、
一
二
月
三
日
（
土
）、
一
二
月
一
〇
日
（
土
）、
一
二
月
一
七

26　27　28　
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日
（
土
）
に
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
の
講
義
に
出
た
形
跡
が
あ
り
、
週
二
回
の
授
業
の
う
ち
途
中
か
ら
金
曜
日
を
休
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
吉
野
は
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
の
講
義
の
内
容
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
が
、 

イ
ギ
リ
ス
内
閣
の
起
源
論
の
説
明
が
興
味
深
い
、
選
挙
法

の
説
明
は
分
か
り
切
っ
た
こ
と
で
興
味
が
持
て
な
い
な
ど
と
、 

若
干
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
（
1 

4 

9
・
1 

5 

3
）。
年
末
年
始
の
休
業
に

入
っ
た
一
二
月
二
一
日
、
吉
野
は
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
夫
妻
か
ら
翌
年
一
月
一
一
日
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
郊
外
ノ
イ
エ
ン
ハ
イ
ム
の
ホ
テ
ル
・
シ
フ

で
開
催
さ
れ
る
晩
餐
会
・
舞
踏
会
に
招
待
さ
れ
た
が
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
友
人
を
訪
ね
る
か
ら
と
し
て
こ
れ
を
謝
絶
し
た
。
だ
が
吉

野
は
、
実
際
に
は
そ
の
当
日
、
す
で
に
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
（
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
）
の
シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ム
（
友
人
ハ
ー
ネ
の
実
家
）
を
離
れ

て
、
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
の
リ
ー
デ
ン
ハ
イ
ム 

（
ナ
ッ
プ
婆
宅
の
女
中
グ
レ
タ
・
コ
ル
ム
シ
ュ
テ
ッ
タ
ー
の
実
家
）
に
移
っ
て
お
り
、
参
加
を

断
る
た
め
に
方
便
を
使
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
招
待
を
巡
る
遣
り
取
り
が
、 

吉
野
の
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
と
の
最
後
の
交

流
と
な
っ
た
。
吉
野
が
ま
だ
バ
イ
エ
ル
ン
に
い
た
一
九
一
一
年
一
月
一
二
日
、
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
が
授
業
中
に
急
死
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

吉
野
は
一
月
一
四
日
に
新
聞
で
こ
の
悲
報
に
接
し
た
が
、
日
記
に
弔
問
に
関
す
る
記
述
は
全
く
な
い
。
ち
な
み
に
吉
野
は
、
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク

の
死
去
を
知
る
以
前
に
下
宿
先
の
大
家
に
退
去
を
通
告
し
て
お
り
、
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
が
存
命
で
も
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
去
る
予
定
だ
っ
た
よ

う
で
あ
る
（
1 

7 

2
）。

目
当
て
の
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
に
対
し
て
す
ら
こ
の
淡
白
さ
で
あ
る
か
ら
、
他
の
教
授
陣
に
対
す
る
吉
野
作
造
の
冷
淡
さ
は
推
し
て
知
る
べ
し

だ
ろ
う
。
吉
野
は
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
以
外
に
も
、
ヘ
ル
マ
ン
・
オ
ン
ケ
ン
の
講
義
「
列
強
と
ド
イ
ツ
の
対
外
政
策
」（
一
一
月
一
一
日 

1 

4 

5
・

一
一
月
二
五
日 

1 

4 

9
））、 

フ
リ
ッ
ツ
・
フ
ラ
イ
ナ
ー
の
講
義 

「
現
代
に
お
け
る
国
家
と
教
会
」 （
一
一
月
七
日 

1 

4 

4
）、 

ア
ル
フ
レ
ー

ト
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
講
義 

「
資
本
主
義
時
代
の
文
化
問
題
」 （
一
一
月
二
九
日 

1 

5 

0
・
一
二
月
六
日 

1 

5 

2
）、
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ォ
ン
・

ヤ
ー
ゲ
マ
ン
の
講
義
「
ビ
ス
マ
ル
ク
の
国
法
学
」（
一
一
月
一
一
日 
1 
4 
5
・
一
一
月
二
五
日 

1 

4 

9
）、
ヘ
ル
マ
ン
・
レ
ヴ
ィ
の
講
義
「
イ

ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
」（
一
一
月
一
一
日 

1 

4 

5
・
一
二
月
一
日 

1 

5 

1
）
に
受
講
登
録
を
し
て
い
る
が
、
日
記
に
書
か
れ
た
感
想
は
い
ず
れ

も
論
評
な
し
か
門
前
払
い
で
、
出
席
し
た
形
跡
も
み
な
二
回
ほ
ど
で
早
々
に
途
絶
え
て
い
る
。
曰
く
「
併
し
大
體
に
於
て
大
學
の
講
義
は
頗

る
ツ
マ
ラ
ヌ
も
の
で
あ
る
。
兼
て
大
學
の
講
義
は
ツ
マ
ラ
ヌ
も
の
と
い
ふ
こ
と
は
聞
い
て
居
た
が
、
斯
れ
程
と
は
思
は
な
か
つ
た
。
最
も
内
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容
に
富
む
と
云
は
る
ゝ
エ
リ
ネ
ッ
ク
先
生
の
で
す
ら
、
馬
鹿
々
々
し
く
て
聞
い
て
居
れ
ぬ
。
是
れ
學
生
の
智

の
程
度
が
低
い
爲
め
で
致
方

も
な
い
。
併
し
簡
單
で
は
あ
る
が
、
講
義
の
仕
振
り
は
一
般
に
中
々
旨
い
も
の
だ
。
日
本
の
大
學
で
は
、
硏
究
の
成
果
を
精
一
杯
に
講
義
す

る
と
云
ふ
風
が
盛
で
、
頗
る
高
尙
深
遠
な
立
派
な
講
義
で
あ
る
代
り
、
無
味
乾
燥
に
過
ぎ
て
學
生
の
頭
に
這
入
り
難
い
と
云
ふ
弊
が
あ
る
が
、

獨
乙
の
先
生
は
極
く
內
輪
に
た
や
す
く
か
み
碎
い
て
講
義
す
る
か
ら
、
何
と
な
く
趣
味
が
あ
つ
て
面
白
く
聞
か
れ
る
。
中
に
は
下
ら
な
い
所

に
力
こ
ぶ
を
入
れ
て
、
イ
ヤ
に
人
氣
取
り
を
や
る
先
生
も
あ
る
。」（「
滯
德
日
記
」
2 

8 

0
）
こ
の
よ
う
に
日
本
の
「
高
尙
深
遠
」
な
講
義

を
聞
い
て
き
た
吉
野
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
の
講
義
を
完
全
に
見
下
し
て
お
り
、
唯
一
認
め
る
の
は
話
術
の
巧
み
さ
だ
け
で
、
こ
れ
も
ま

た
と
き
と
し
て
下
品
な
「
人
氣
取
り
」
と
見
た
の
だ
っ
た
。
な
お
吉
野
に
は
講
義
以
外
の
授
業
、
つ
ま
り
演
習
に
は
出
た
形
跡
が
な
い
。
吉

野
は
ド
イ
ツ
人
と
も
親
密
に
交
流
し
た
が
、 

彼
ら
は
み
な
市
井
の
一
般
人
あ
る
い
は
一
般
学
生
で
、
密
接
に
交
流
し
た
学
者
は
佐
々
木
惣
一
、

牧
野
英
一
、
中
田
薫
な
ど
非
ド
イ
ツ
人
（
在
留
邦
人
）
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

吉
野
作
造
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
対
す
る
冷
淡
な
態
度
は
、
後
世
か
ら
見
る
と
意
外
の
感
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
帝
国
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
大
学
は
、
所
謂
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
ミ
ュ
ト
ス
」
の
時
期
に
あ
り
、
嘱
託
教
授
の
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
を
含
め
、
多
く
の
世
界
的

学
者
が
教
鞭
を
執
り
、
ロ
シ
ヤ
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
も
留
学
生
を
集
め
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
他
な
ら
ぬ
吉
野
自
身
が
、『
新
人
』
に
誇
ら

し
げ
に
書
い
て
い
る
。「
凡
そ
獨
逸
の
學
術
の
發
逹
に
關
係
あ
る
碩
學
鴻
儒
に
し
て
、
當
大
學
と
關
係
の
な
い
者
は
甚
だ
少
い
と
云
つ
て
よ

い
。」（「
滯
德
日
記
」
2 

7 

7
）
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
は
ユ
ダ
ヤ
系
で
改
宗
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
自
由
主
義
知
識
人
で
、
自
由
の
発
展
に
お
け
る
ア

メ
リ
カ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
役
割
を
強
調
し
て
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
示
唆
を
与
え
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
と
も
に
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
で
ア
メ
リ
カ
人
研
究
者
と
の
交
流
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
か
ら
、
吉
野
の
問
題
関
心
と
も
大
い
に
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
の
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
や
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
ュ

な
ど
は
、
吉
野
作
造
と
ま
さ
に
重
な
る
領
域
の
研
究
者
と
思
わ
れ
る
が
、
吉
野
の
日
記
に
は
名
前
す
ら
出
て
こ
な
い
（
但
し
「
文
化
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
」
の
指
導
的
神
学
者
ア
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク
に
は
辛
う
じ
て
言
及
が
あ
る
（「
滯
德
日
記
」
2 

8 

6
））。
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
学
ん
だ
外
国
人
留
学
生
の
な
か
に
も
、
小
野
塚
『
政
治
學
大
綱
』
が
文
献
一
覧
に
挙
げ
た
イ
ギ
リ
ス
人
ブ
ラ
イ
ス
、
ロ
シ
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ヤ
人
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
）
キ
ス
チ
ャ
コ
ー
フ
ス
キ
イ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
で
も
日
本
で
も
学
問
的
に
注
目
さ
れ
た
人
物
が
少
な
か
ら
ず
い
る
。

だ
が
そ
う
し
た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
、
吉
野
作
造
は
魅
力
を
感
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

吉
野
作
造
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
興
味
を
懐
か
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
幾
つ
か
推
測
さ
れ
う
る
が
、
第
一
に
彼
が
授
業
選
択
を

誤
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
ら
大
学
の
講
義
は
、
本
来
二
十
歳
前
後
の
若
い
ド
イ
ツ
人
学
生
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、

三
十
代
半
ば
の
帝
大
助
教
授
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
明
治
日
本
の
秀
才
吉
野
作
造
に
は
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
が
本
当
に
物
足
り
な
く
思

わ
れ
る
面
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
有
職
者
と
し
て
在
外
研
究
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
演
習
に
出
て
同
じ
指
導
教
官
の
高
弟
た
ち
と
切

磋
琢
磨
し
、
自
分
も
そ
こ
で
研
究
者
と
し
て
持
論
を
展
開
す
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
て
こ
そ
ド
イ
ツ
の
大
学
の
真
価
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
た
は
ず
な
の
だ
が
、
吉
野
は
講
義
に
し
か
出
席
せ
ず
、
そ
こ
で
飽
き
飽
き
し
て
大
学
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
で
あ
る
。

た
だ
吉
野
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
お
け
る
授
業
評
価
に
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
不
可
思
議
な
面
が
あ
る
。
例
え
ば
マ
ッ
ク
ス
・

ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
時
代
の
講
義
は
、
今
日
『
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
全
集
』
で
そ
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が

 29
、
到

着
し
た
ば
か
り
の
明
治
の
日
本
人
留
学
生
に
、
そ
れ
ら
を
論
外
と
切
り
捨
て
る
だ
け
の
実
力
が
本
当
に
あ
っ
た
と
は
、
俄
か
に
は
信
じ
難
い
。

ま
た
吉
野
が
聞
い
た
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
、
オ
ン
ケ
ン
、
Ａ
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
ら
の
講
義
が
、
Ｍ
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
も
の
と
全
く
別
水
準
の
、
軽
佻

浮
薄
な
も
の
だ
っ
た
と
も
考
え
に
く
い
。
そ
う
し
た
講
義
が
「
馬
鹿
々
々
」
し
く
見
え
る
ほ
ど
、「
日
本
の
大
學
」
の
講
義
（
そ
の
一
例
を

我
々
は
小
野
塚
喜
平
次
『
政
治
學
大
綱
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
）
が
「
高
尙
深
遠
」
だ
っ
た
と
言
う
吉
野
の
説
明
は
、
一
体
ど
の
程
度

説
得
力
を
持
ち
う
る
の
だ
ろ
う
か
。

第
二
の
理
由
は
、
吉
野
作
造
の
ド
イ
ツ
語
能
力
の
不
足
で
あ
る
。
吉
野
が
小
気
味
よ
く
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
講
義
を
切
り
捨
て
る
際

に
特
徴
的
な
の
は
、
具
体
的
な
論
旨
を
問
題
視
す
る
の
で
は
な
く
、
つ
ま
ら
な
い
、
浅
薄
だ
、
馬
鹿
馬
鹿
し
い
と
い
う
総
花
的
な
批
判
を
繰

り
返
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
吉
野
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
期
の
日
記
の
な
か
で
、
ド
イ
ツ
語
に
関
し
て
う
ま
く
い
っ
た
と
記
し
て
い
る
場
合

と
（
1 

1 

7
な
ど
）、
苦
労
し
た
と
書
い
て
い
る
場
合
と
が
あ
り
（
1 

1 

7
・
1 
3 

1
な
ど
）、
懸
命
に
努
力
は
し
て
い
る
も
の
の
、
な
お
講

義
を
十
分
理
解
す
る
に
は
ド
イ
ツ
語
能
力
が
不
足
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
吉
野
が
、
辛
抱
強
く
聴
講
す
る
以
前
に
、
語
学
力
不
足
か
ら

29　
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く
る
苛
立
ち
か
ら
、
刹
那
的
な
嫌
悪
感
に
身
を
委
ね
、「
食
べ
ず
嫌
い
」
に
陥
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

た
だ
吉
野
作
造
本
人
は
、
こ
う
し
た
疑
惑
を
強
く
否
定
す
る
。「
大
體
か
ら
云
ふ
と
、
獨
乙
人
は
未
だ
十
分
に
日
本
を
解
し
て
居
ら
ぬ
。

我
々
が
自
分
で
思
つ
て
ゐ
る
程
に
日
本
人
を
買
つ
て
吳
れ
ぬ
の
み
か
、
實
際
日
本
が
あ
る
よ
り
も
以
下
に
價
値
を
つ
け
て
ゐ
る
。
殊
に
言
葉

が
十
分
に
出
來
ぬ
結
果
と
し
て
、
我
々
は
往
々
何
も
知
ら
ぬ
者
と
し
て
取
扱
は
れ
る
。
僕
が
或
時
九
冊
も
の
ゝ
大
部
な
歷
史
の
本
を
買
は
う

と
し
た
ら
、
宿
の
息
子
の
大
學
生
は
夫
は
六
か
し
い
か
ら
之
を
讀
め
と
て
、
自
分
が
中
學
で
讀
ん
だ
薄
ッ
ぺ
ら
な
歷
史
教
科
書
を
貸
し
て
吳

れ
た
。
又
或
時
大
學
の
講
義
が
あ
り
ツ
マ
ラ
ナ
イ
の
で
毎
日
の
出

を
や
め
樣
と
し
た
ら
、
宿
の
主
婦
は
講
義
は
六
か
し
く
て
御
分
り
に
な

ら
ん
か
ら
？
と
問
は
れ
た
。」（「
滯
德
日
記
」
3 

8 

8
）
吉
野
は
語
学
力
不
足
を
認
め
る
も
の
の
、
飽
く
ま
で
自
分
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学

を
見
切
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
自
分
が
落
ち
こ
ぼ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
の
理
由
は
、
吉
野
作
造
が
留
学
先
で
西
洋
人
に
野
蛮
人
扱
い
さ
れ
て
自
尊
心
が
傷
付
き
、
劣
等
感
に
苛
ま
れ
て
周
囲
に
背
を
向
け
た

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
吉
野
自
身
に
熱
く
思
い
を
語
っ
て
も
ら
お
う
。「
日
本
に
は
電
車
は
あ
る
か
の
、

車
が
あ
る
か

の
、
飛
ん
で
も
な
い
見
縊
つ
た
質
問
を
す
る
も
の
案
外
に
多
い
。
何
も
か
も
獨
逸
に
學
ぶ
を
要
す
る
と
で
も
思
つ
て
る
の
か
、
或
る
時
小
學

校
の
敎
師
が
、
日
本
に
雇
は
れ
て
行
き

い
と
人
を
介
し
て
熱
心
に
申
し
込
ん
で
來
た
。
支
那
と
は
固
よ
り
、
暹
羅
と
も
同
一
に
取
扱
は
れ
、

時
に
よ
る
と
ネ
グ
ロ
と
大
差
な
き
も
の
に
見
做
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
日
本
が
東
洋
諸
國
中
特
別
の
地
位
を
占
め
、
特
別
の
發
逹
を
な
し
て

居
る
と
い
ふ
事
は
、
餘
程
の

者
で
な
け
れ
ば
分
ら
ぬ
。
故
に
吾
々
は
普
通
の
獨
乙
人
と
會
話
し
て
時
々
此
程
の
不
愉
快
の
感
を
催
す
こ
と

が
あ
る
。
ソ
コ
で
其
反
動
に
、
故
ち
に
日
本
を
過
賞
し
て
、
何
も
獨
乙
に
劣
り
は
せ
ぬ
と
云
つ
て
見
た
く
な
る
。
日
本
は
昔
か
ら
文
明
の
國

で
、
二
千
五
百
年
來
道
德
の
國
で
あ
る
の
、
昔
か
ら
手
紙
も
書
け
ぬ
や
う
な
無
敎
育
者
は
極
下
層
の
間
に
も
な
か
つ
た
の
、
文
學
美
術
の
方

面
も
非
常
に
發
逹
し
た
の
と
云
つ
て
驚
か
し
て
や
る
。
又
一
歩
進
め
て
、
二
三
十
年
前
ま
で
は
西
洋
に
學
ん
だ
け
れ
ど
も
、
今
は
西
洋
と
同

じ
程
度
に
發
逹
し
て
、
何
も
君
等
に
學
ぶ
必
要
は
な
い
と
か
、
僕
等
の
留
學
は
、
一
つ
に
は
君
等
の
國
の
本
が
逹
者
に
讀
め
る
樣
に
言
葉
の

練
習
を
す
る
た
め
と
、
も
一
つ
に
は
實
地
を
見
聞
す
る
た
め
に
來
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
と
か
、
其
證
據
に
日
本
の
大
學
で
は
殆
ん
ど
外
國
人

を
敎
師
に
雇
は
な
い
、
東
京
で
數
人
雇
つ
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
之
は
只
生
徒
に
外
國
語
學
を
忘
れ
し
め
ぬ
爲
め
で
重
き
を
置
か
れ
て
な
い
と
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か
、
日
本
人
敎
師
の
講
義
が
立
派
だ
か
ら
、
外
國
人
敎
師
の
講
義
は
生
徒
か
ら
淺
薄
と
し
て
輕
蔑
さ
れ
て
い
る
と
か
、
威
張
つ
て
見
る
。
場

合
に
依
つ
て
は
、
外
國
で
も
近
頃
我
國
學
術
の
進
歩
に
氣
付
き
我
國
に
留
學
生
を
派
し
て
ゐ
る
所
も
あ
る
。
追
々
は
日
本
語
を
學
ぶ
と
い
ふ

こ
と
が
世
界
の
學
者
の
新
な
る
任
務
と
な
る
で
あ
ら
う
な
ど
ゝ
、
少
々
噓
も
云
つ
て
見
る
氣
に
な
る
。
實
際
は
矢
張
り
西
洋
の
方
は
偉
い
の

で
、
到
底
日
本
な
ど
が
自
慢
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
併
し
此
方
に
來
て
居
て
、
言
葉
の
不
自
由
や
何
か
の
爲
め
に
、
思
ふ
通
り
に
事
が

運
ば
ぬ
と
、
斯
ん
な
事
が
言
つ
て
見
た
く
な
る
の
で
あ
る
。」（「
滯
德
日
記
」
3 

8 

8―

3 

8 

9
）
こ
の
文
章
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
吉
野

の
勇
ま
し
い
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
批
判
も
、
劣
等
感
の
裏
返
し
の
表
現
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
吉
野
作
造
は
、
同
胞
が
ド
イ
ツ
あ
る
い
は
西
洋
を
見
下
す
姿
勢
を
見
せ
た
と
き
に
は
、
こ
れ
に
強
く
抗
議
し
て
い
る
。『
新
人
』

に
掲
載
さ
れ
た
談
話
の
な
か
で
、
中
島
力
造
が
「
西
洋
に
も
案
外
大
し
た
人
物
大
し
た
學
者
は
居
ぬ
」、「
日
本
の
學
界
は
决
し
て
歐
米
に
劣

ら
な
い
」
と
喝
破
し
た
と
き

 30
、
吉
野
は
こ
れ
を
「
到
底
許
せ
な
い
」
と
し
て
気
色
ば
ん
だ
。「
日
本
は
未
だ
斯
く
迄
自
惚
る
ゝ
の
資
格
が
無

い
。
又
か
く
ま
で
慢
す
べ
き
場
合
で
も
無
い
。
左
ら
で
だ
に
慢
心
の
徵
候
顯
著
な
る
近
時
の
我
國
に
於
て
、
有
力
な
る
學
者
が
、
右
の
如
き

言
を
吐
い
て
慢
心
を
長
ぜ
し
む
る
は
、
決
し
て
我
國
の
幸
福
で
な
い
と
云
ふ
こ
と
に
一
致
し
た
。」（「
滯
德
日
記
」
3 

8 

9
）
そ
れ
で
は
吉
野

は
、
か
つ
て
自
分
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
講
義
を
酷
評
し
た
こ
と
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
西
洋
を
、
ド
イ
ツ
を
侮
る
な
と

い
う
吉
野
の
警
告
は
、
実
は
自
分
自
身
に
向
け
ら
れ
た
自
己
内
対
話
に
も
な
っ
て
い
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

結
局
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
は
、
吉
野
作
造
が
文
字
通
り
の
「
留
学
」
を
試
み
た
唯
一
の
地
と
な
っ
た
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
あ
と
に
し
た
吉

野
は
、
一
九
一
一
年
の
夏
学
期
は
バ
イ
エ
ル
ン
を
漫
遊
し
、
こ
の
間
に
東
京
の
文
部
省
に
ヴ
ィ
ー
ン
へ
の
「
転
学
」
許
可
を
申
請
し
た
。
こ

の
許
可
は
、
六
月
四
日
に
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
滞
在
中
の
吉
野
の
も
と
に
届
い
て
い
る
（
2 

0 

8
）。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
ザ

ル
ツ
カ
ン
マ
ー
グ
ー
ト
を
経
由
し
て
ヴ
ィ
ー
ン
へ
到
着
し
た
の
は
、
六
月
二
三
日
で
あ
る
（
2 

1 

6
）。
と
こ
ろ
が
吉
野
は
、
ヴ
ィ
ー
ン
大

学
で
の
冬
学
期
が
始
ま
る
一
〇
月
に
は
す
で
に
ヴ
ィ
ー
ン
を
離
れ
、
プ
ラ
ハ
、
ド
レ
ス
デ
ン
を
観
光
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
入
っ
て
し
ま
う
。
結

局
ヴ
ィ
ー
ン
大
学
に
は
登
録
し
な
か
っ
た
吉
野
に
は
、
そ
れ
に
苦
情
を
述
べ
る
機
会
す
ら
な
く
、
文
部
省
の
ヴ
ィ
ー
ン
「
転
学
」
許
可
は
無

意
味
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
一
月
三
一
日
、
ベ
ル
リ
ン
で
吉
野
は
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
登
録
し
な
い
ま
ま
、
大
学
の
講
義
も
覗

30　
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か
ず
に
、（
ど
こ
か
の
時
点
で
す
で
に
申
請
し
て
い
た
）
フ
ラ
ン
ス
へ
の
「
転
学
」
を
許
可
す
る
文
部
省
の
辞
令
を
受
け
取
っ
た
（
2 

6 

9
）。

フ
ラ
ン
ス
へ
向
か
う
途
中
、
吉
野
は
同
年
五
月
三
日
に
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
を
訪
ね
、
私
講
師
ロ
ー
ズ
ホ
ー
フ
の
講
義
、
そ
し
て
正
教

授
パ
ウ
ル
・
ラ
ー
バ
ン
ト
の
講
義
を
覗
い
て
い
る
が
（
2 

9 

4
・
2 

9 

5
）、
こ
れ
は
一
回
限
り
の
見
物
で
、
同
大
学
に
は
深
入
り
し
な
か
っ

た
模
様
で
あ
る
。
六
月
一
九
日
、
ナ
ン
シ
ー
で
吉
野
は
、
今
度
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
へ
の
転
学
願
を
文
部
省
に
願
い
出
て
い
る
（
3 

0 

5
）。
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
大
学
で
は
夏
期
講
習
会
に
通
い
、
神
学
部
教
授
に
よ
る
「
近
世
哲
学
並
び
に
神
学
思
潮
」、「
一
六
世
紀
に
お
け
る
対
抗
宗
教
改
革
」、

「
一
九
世
紀
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
・
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
発
展
」
と
い
っ
た
講
義
を
聴
い
て
い
る
（
3 

3 

1
）。
一
九
一
二
年
一
〇
月
二
六
日
、

吉
野
は
パ
リ
で
文
部
省
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
転
学
費
用
を
受
け
取
っ
た
が
（
3 

4 

0
）、
何
故
か
ア
メ
リ
カ
に
は
直
行
せ
ず
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
を
経
て
漸
く
ア
メ
リ
カ
に
着
き
、
僅
か
十
二
日
間
の
滞
在
の
の
ち
帰
国
の
途
に
就
い
た
。
ち
な
み
に

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
滞
在
中
の
吉
野
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
英
語
教
師
イ
ー
ト
ン
嬢
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
法
が
内
乱
を
も
た
ら
す
と
憤
激

す
る
の
を
聞
い
て
、
文
部
省
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
行
き
の
追
加
費
用
を
無
心
し
た
が
、
流
石
に
今
度
は
却
下
さ
れ
て
「
焼
糞
」
に
な
っ
て
い
た

（
3 

3 

3
・
3 

9 

7
）。

大
学
で
の
勉
学
の
代
わ
り
に
吉
野
作
造
が
試
み
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
現
代
政
治
の
探
求
で
あ
っ
た
。
吉
野
の
日
記
に
は
、
大
学

へ
の
足
が
遠
退
き
始
め
た
一
九
一
〇
年
一
一
月
末
こ
ろ
か
ら
、「
現
代
政
治
ノ
研
究
」
と
い
う
記
述
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
ど
の
よ

う
な
研
究
を
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
行
っ
た
の
か
は
、
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

ち
な
み
に
帰
国
直
後
の
吉
野
作
造
は
、『
國
家
學
會
雜
誌
』
に
「
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ワ
イ
ヒ
公
位
繼
承
問
題
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
て
い

る

 31
。
こ
れ
は
吉
野
が
留
学
前
の
輸
入
学
問
を
脱
却
し
、
自
分
で
ド
イ
ツ
政
治
を
分
析
し
た
第
一
歩
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、『
東
京
朝
日
新

聞
』
を
情
報
源
に
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
国
相
続
問
題
を
略
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
滞
在
中
に
こ
の
問
題
に
興
味
を
深
め
た
形

跡
も
な
い
の
で
、
ド
イ
ツ
留
学
の
直
接
の
成
果
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
は
不
適
当
だ
ろ
う
。

「
現
代
政
治
ノ
研
究
」
と
並
ん
で
、
吉
野
作
造
は
西
洋
語
の
習
得
に
熱
心
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
吉
野
の
語
学
稽
古
は
、
当

初
は
ド
イ
ツ
語
が
中
心
だ
っ
た
が
、
の
ち
に
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
に
重
心
が
移
行
し
、
最
後
に
英
語
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
吉
野

31　
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は
ま
ず
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
、
友
人
の
野
地
菊
司
（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
留
学
中
の
二
本
松
の
医
師
）
と
共
に
リ
ー
ザ
・
フ
ォ
ン
・
ピ
ッ

ト
ー
ニ
嬢
に
つ
き
、
毎
日
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
語
会
話
を
教
わ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
ヴ
ィ
ー
ン
の
エ
ッ
シ
ン
グ
嬢
、
ウ
ル
バ
ン
嬢
、
ブ
レ
ッ
サ
ン

（
イ
タ
リ
ア
語
）（
2 

2 

2
・
2 

2 

7
）、 

ベ
ル
リ
ン
の
イ
レ
夫
人
、 

ロ
シ
エ
（
フ
ラ
ン
ス
語
）（
2 

5 

4
・
2 

5 

5
）、 

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の

ビ
ジ
ョ
、 
ク
ラ
ッ
ツ
ァ
ー
（
フ
ラ
ン
ス
語
） （
2 

8 

9
・
2 

9 

0
・
2 

9 

1―

2 

9 

2
）、 

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
の
ダ
ル
ヴ
ァ
ン
、 

ゲ
オ
ル
ク
・

マ
ル
テ
ィ
ン
、 

サ
ル
ト
フ
ス
キ
ー
＝
ヴ
ィ
レ
ナ
ン
夫
人
、 

ル
ノ
ー
夫
人
、 

ブ
ロ
シ
ウ
ス
嬢 

（
フ
ラ
ン
ス
語
）（
2 

9 

5
・
2 

9 

6
）、 

ナ
ン

シ
ー
の
マ
リ
ト
ゥ
ス
、
ヘ
ル
（
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
）（
3 

0 

4
）
と
い
う
具
合
に
、
吉
野
は
数
多
く
の
語
学
教
師
に
各
地
で
つ
い
て
稽

古
を
し
て
い
る
。
そ
の
後
ナ
ン
シ
ー
に
赴
い
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
稽
古
に
良
い
と
聞
い
た
か
ら
だ
っ
た
が
（
2 

9 

7
）、
ナ
ン
シ
ー
大
学

で
外
国
人
向
け
フ
ラ
ン
ス
語
講
座
に
入
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
語
力
が
未
熟
す
ぎ
る
と
し
て
断
ら
れ
（
3 

0 

2
）、
代
わ
り
に
ベ
ル

リ
ッ
ツ
語
学
学
校
で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
（
3 

0 

3
）。
な
お
吉
野
は
、
パ
リ
の
シ
ョ
パ
ン
嬢
、
ア
ル
カ
ン
ボ
ー
（
フ
ラ
ン
ス
語
） （
3 

1 

9
）、

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
イ
ー
ト
ン
嬢
（
英
語
）（
3 

3 

3
）、 

再
び
戻
っ
た
パ
リ
で
ジ
ョ
シ
ー
・
ラ
ビ
ッ
チ
嬢 

（
英
語
）（
3 

3 

7
）、 

ジ
モ
ー
ネ
・
バ

ル
ビ
ー
ル
（
ド
イ
ツ
語
）（
3 

4 

1
）
に
も
稽
古
を
申
し
込
ん
で
い
る
。

注1 

三
谷
太
一
郎
『
新
版
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論―

―

吉
野
作
造
の
時
代
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
七
年
）、
一
二
六
頁
。

2 
 

こ
の
分
野
は
『
吉
野
作
造
選
集
』（
岩
波
書
店
）
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
研
究
の
基
盤
が
築
か
れ
た
。
飯
田
泰
三
に
よ
る
日
記
や
著
作
目
録
の
編
集
作
業

は
、
重
要
な
先
駆
的
貢
献
と
な
っ
た
（
飯
田
泰
三
「
吉
野
作
造
の
留
学
時
代
」、『
吉
野
作
造
選
集
1 

3
』、
四
二
六―

四
三
六
頁
。）。
こ
れ
を
踏
ま
え

て
、
丹
念
に
事
実
の
整
理
を
し
た
の
が
、
吉
野
作
造
記
念
館
で
十
二
年
間
主
任
研
究
員
を
務
め
た
田
澤
晴
子
で
あ
る
（
田
澤
晴
子
「
郷
里
意
識
か
ら
の

脱
却―
―

「
吉
野
作
造
日
記
」
中
国
天
津
時
代
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
時
代
に
つ
い
て
の
検
討―

―

」、『
吉
野
作
造
記
念
館
研
究
紀
要
』
創
刊
号
（
平

成
一
六
年
三
月
）、
二
四―

四
一
頁
。
田
澤
晴
子
「
吉
野
作
造
の
足
跡
を
訪
ね
る―

―

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
・
ウ
ィ
ー
ン
を
中
心
に―

―

」、『
吉
野
作
造

記
念
館
研
究
紀
要
』
第
二
号
（
平
成
一
七
年
三
月
）、
二
六―

三
六
頁
。
田
澤
晴
子
『
吉
野
作
造―

―

人
生
に
逆
境
は
な
い
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
平

成
一
八
年
）、
八
五―

一
〇
一
頁
。）。
本
研
究
は
、
飯
田
や
田
澤
の
日
常
史
的
・
人
物
論
的
な
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
精
密
に
事
実
を
整
理
し
、
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政
治
史
・
政
治
学
史
の
文
脈
に
根
差
し
て
、
吉
野
の
欧
米
体
験
に
迫
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

3 
 「

留
學
三
年
に
あ
ま
る
幾
多
の
見
聞
が
後
年
の
私
の
立
場
の
確
立
に
至
大
の
關
係
あ
る
は
勿
論
だ
が
、
中
に
就
き
特
に
茲
に
語
つ
て
お
き
た
い
の
は
、

（
一
）
英
國
に
於
て
親
し
く
上
院
權
限
縮
少
問
題
の
成
行
を
見
た
こ
と
、（
二
）
墺
都
維
納
に
於
て
生
活
必
需
品
暴
騰
に
激
し
て
起
つ
た
勞
働
黨
の
一
大

示
威
運
動
の
行
列
に
加
は
り
、 

そ
の
秩
序
整
然
一
絲
み
だ
れ
ざ
る
を
見
て
、 

之
で
こ
そ
國
民
大
衆
の
信
頼
を
得
る
に
足
る
な
れ
と
大
に
感
服
し
た
こ

と
、（
三
）
一
九
一
二
年
の
白
耳
義
の
大
同
盟
罷
業
を
準
備
時
代
か
ら
目
の
あ
た
り
見
聞
し
、
秩
序
あ
る
民
衆
運
動
の
如
何
に
正
し
く
且
力
あ
る
も
の

な
る
か
を
痛
感
せ
し
こ
と
等
で
あ
る
。〔...

〕
猶
右
の
外
私
は
佛
蘭
西
に
於
て
屢
々
サ
ン
ヂ
カ
リ
ス
ト
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
も
見
た
。」（
吉
野
作
造
「
民
本

主
義
鼓
吹
時
代
の
回
顧
」、
同
『
閑
談
の
閑
談
』（
昭
和
八
年
、
書
物
展
望
社
）、
二
一
一―

二
一
二
頁
。）
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
こ
で
は
ヴ
ィ
ー
ン
で

の
体
験
が
二
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
に
は
ド
イ
ツ
語
圏
（
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
帝
国
）
に
関
す
る
こ
と
が
一
つ
も
紹
介
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ご
く
短
期
間
し
か
滞
在
し
て
い
な
か
っ
た
ベ
ル
ギ
ー
や
イ
ギ
リ
ス
の
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

4 

吉
野
作
造
「
民
本
主
義
鼓
吹
時
代
の
回
顧
」、
同
『
閑
談
の
閑
談
』（
昭
和
八
年
、
書
物
展
望
社
）、
二
〇
四―

二
〇
五
頁
。

5 
 

東
京
大
学
百
年
史
法
学
部
編
集
委
員
会
「
東
京
大
学
法
学
部
百
年
史
稿
（
三
）」、『
國
家
學
會
雜
誌
』
第
九
二
巻
第
三
・
四
号
（
昭
和
五
四
年
）、

三
〇
〇
頁
、
三
〇
一
頁
。
同
「
東
京
大
学
法
学
部
百
年
史
稿
（
四
）」、『
國
家
學
會
雜
誌
』
第
九
二
巻
第
五
・
六
号
（
昭
和
五
四
年
）、
四
四
三
頁
。
同

「
東
京
大
学
法
学
部
百
年
史
稿 

（
五
）」、『
國
家
學
會
雜
誌
』
第
九
二
巻
第
一
一
・
一
二
号
（
昭
和
五
四
年
）、
八
五
一
頁
。

6 
 

東
京
大
学
百
年
史
法
学
部
編
集
委
員
会
「
東
京
大
学
法
学
部
百
年
史
稿
（
二
）」、『
國
家
學
會
雜
誌
』
第
九
一
巻
第
一
一
・
一
二
号
（
昭
和
五
三
年
）、

八
〇
二
頁
。

7 

木
場
貞
長
『
教
育
行
政　

全
』（
金
港
堂
、
明
治
三
五
年
）。
木
場
貞
長
『
財
政
學
講
義
』（
発
行
所
・
発
行
年
不
明
）。

8 

福
田
歓
一
「
小
野
塚
喜
平
次
」、『
國
史
大
辭
典
2
』（
昭
和
五
五
年
、
吉
川
弘
文
館
）、
八
九
〇
頁
。

9 
A

kadem
ische Q

uästurliste von M
ax W

eber, in: U
niversitätsarchiv H

eidelberg, R
ep. 27/1409.

10 

小
野
塚
喜
平
次
『
政
治
學
大
綱
』（
博
文
館
、
明
治
三
六
年
）。
但
し
今
回
は
第
五
版
（
明
治
四
四
年
）
を
参
照
し
た
。

11 
Studien- und Sittenzeugniß von K

iheiji O
nozuka, in: U

niversitätsarchiv H
eidelberg.

12 

長
尾
龍
一
「
穂
積
陳
重
」、『
國
史
大
辭
典
1 

2
』（
平
成
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）、
七
七
〇
頁
。

13 
 

吉
野
作
造
「
穂
積
老
先
生
の
思
ひ
出
」、
同
『
閑
談
の
閑
談
』、
二
六
六―

二
六
八
頁
。
な
お
吉
野
作
造
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
律
哲
学
の
基
礎
」
に
は
、（
法

理
学
演
習
の
？
）「
指
導
教
授
穂
積
陳
重
先
生
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
（『
吉
野
作
造
選
集
1
』（
岩
波
書
店
、
平
成
七
年
）、
一
九
頁
）。
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14 

福
島
正
夫
「
梅
謙
次
郎
」、『
國
史
大
辭
典
2
』（
昭
和
五
五
年
、
吉
川
弘
文
館
）、
一
六
三
頁
。

15 

吉
野
作
造
「
民
本
主
義
鼓
吹
時
代
の
回
顧
」、
同
『
閑
談
の
閑
談
』、
二
〇
六―

二
〇
七
頁
。

16 
吉
野
作
造
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
律
哲
学
の
基
礎
」、
同
『
吉
野
作
造
選
集
１
』（
岩
波
書
店
、
平
成
七
年
）、
一
九―

七
七
頁
。

17 
吉
野
作
造
「
農
業
保
護
政
策
ト
獨
逸
勞
働
者
」、『
國
家
學
會
雜
誌
』
第
二
〇
巻
第
一
号
（
明
治
三
九
年
）、
一
〇
三―

一
一
四
頁
。

18 
A

lfred H
. Fried, D

ie m
oderne Friedensbew

egung, L
eipzig 1907.

19 
H

ans W
ehberg, A

lfred H
. Fried, in: N

eue D
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